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１．概要（Summary ）： 

現在一般に市販されている免疫検出系に対して、最

近ベンチャー企業から 100 倍から 1000 倍程度検出感

度を高感度化した、生体一分子を最終計測ターゲット

としたシステムが発売され始めた。富士レビオ（株）

でも高感度化の検討を行っているが、この実現のため

には反応系および検出系の改良だけでなく、反応後の

微量サンプルを検出系までいかにロスなくハンドリ

ングするかという観点でのマイクロ流体系の改良も

不可欠である。これに関して、早稲田大学ナノ理工学

研究機構は、マイクロ流体デバイスによる「三次元シ

ースフローを利用した生体サンプルのハンドリング」

や、「液滴につつんだ生体サンプルのハンドリング」

に関して独自のノウハウを持っており、世界トップレ

ベルの研究を行っている。そこで、これらの生体サン

プルハンドリングのノウハウを応用した試作・検討の

可能性について、具体例を示していただいたうえで応

用（商品化）の可能性について議論を行った。その結

果、初期検討レベルでは、「三次元シースフロー」の

応用が有効であるとの結論に至り、今後は早稲田大学

ナノ理工学研究機構から適時技術的指導を受けなが

ら、個別の作業については必要に応じ早稲田大学ナノ

テクノロジープラットフォームの支援を受けること

とした。 

 
２．実験（Experimental）： 
なし。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion）： 
なし。 
 
４．その他・特記事項（Others）： 

なし。 
 
５．論文・学会発表（Publication/Presentation）： 
なし。 
 
６．関連特許（Patent）： 
なし。 
 


